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1．背景

2012 年 J リーグはアジア戦略を本格的に実行し始

め、2012 年 2 月にタイプレミアリーグを皮切りに計

アジア 7 か国とのパートナーシップ協定の締結を行

っている。また、J リーグにおいて 2014 年から既存

の一般外国籍選手枠３名、アジア枠１名に加えて新

たに「J リーグ提携国枠」２名が設けられ、提携国枠

の選手が J リーグでプレーしやすい環境に整備され

た。さらに 2016 年からは提携国枠の選手は外国籍扱

いではなくなり、2019 年からはアジア枠が撤廃され

最大 5 名まで外国人選手が出場可能となった。この

ように J リーグはアジア戦略を掲げて以降、提携国

を含めたアジア人選手がプレーしやすい環境が整備

された。アジア枠では 6 ヶ国、提携国枠ではタイ、

カタールの 2 ヶ国、計８ヶ国の選手が J リーグに在

籍している。特に提携国の中ではタイ国籍選手の人

数が最も多い状況であり、2017 年 1 名、2018 年 3 名、

2019 年 3 名、2020 年 3 名、2021 年 2 名が在籍してい

る。

J リーグのアジア戦略が期待する効果として、提携

国枠の選手が J リーグで活躍し、本国で話題になる

ことで放映権収入やスポンサーやグッズ収入といっ

た収益を得ることであることが考えられる。そこで、

現在最も活発に活動をしているタイ国籍選手の活躍

に対する効果検証をすることに意義があること考え

るが、先行研究から本制度改定による効果検証が十

分に行われていない状況であった。

2．研究目的

本研究はタイ国籍選手が J リーグで活躍すること

によってタイ本国での話題や放映環境にどのような

影響を与えているかを明らかにすることで、今後の J

リーグのアジア戦略推進に対する示唆を得ることを

目的とする。

3．研究方法

１)J リーグにおけるタイ国籍選手の活躍状況とタイ

本国での話題の関係性

タイ本国での話題の抽出方法として Google

Trends 値を採用した。検索地域をタイに設定し、検

索トピックを「J1 リーグ」とした。Google Trends

値の検索の性質上、1年以上の期間で話題の検索を行

った場合、月単位での抽出になることから、本研究

では 2017 年から 2021 年シーズンを単年での抽出を

行い週単位の Google Trends 値を用いて分析を行っ

た。本研究で用いたデータ Google Trends 値は 2022

年 1 月 9 日に抽出したデータとする。本研究ではタ

イ国籍選手の活躍度を測る方法として、タイ国籍選

手の「試合出場」、「得点」、「アシスト」、「タ

イ国籍選手同士の対戦」の 4 項目とし、各項目が該

当する週と該当しない週の Google Trends 値の平均

値を比較した。

２）タイ国における J1 リーグの報道環境の調査

文献調査により2012年からのタイにおけるJリー

グの放映環境の変遷と、Google Trends 値の 2012 年

1 月から 2021 年 12 月 31 日までの変遷をまとめた。

4．結果

１) J リーグにおけるタイ国籍選手の活躍状況と

Google Trends 値の関係性

表 1はタイ国籍選手の試合出場、得点、アシスト、

対人選手同士の対戦の 4 つの条件の Google Trends

値の平均値を比較した結果である。2017 年から 2021

年シーズンの期間において、「試合出場」、「得点」、

「アシスト」、「タイ国籍選手同士の対戦」の 4 項

目のいずれもが高いシーズンは2020年シーズンのみ

であった。その次に 2019 年シーズンが「タイ国籍選

手同士の対戦」を除いた 3 項目の平均値が高い結果

となった。項目別には、「出場」では 2017 年シーズ

ンが最も高い結果となり、「得点」では 2019 年シー

ズン、「アシスト」では 2020 年シーズン、「タイ人

同士の対戦」も 2020 年シーズンが最も高い結果とな

った。

表 1 タイ国籍選手の各項目と Google Trends 値の

関係性

次に、各年度において各項目の独立サンプルの T

検定を行った。2017 年シーズンに、タイ国籍 J リー

ガーは 1 人のみで、「得点」の該当週がないため、

「出場」と「アシスト」項目に対して、分析を行っ

た。「出場」において 1%水準で有意差が見られたが、

「アシスト」においては有意差が見られなかった。

2018 年シーズンに、「出場」において 1%水準で有意

差が見られたが、「得点」、「アシスト」、「タイ

国籍選手同士の対戦」においては有意差が見られな



かった。2019 年シーズンに、「出場」において 1%水

準で有意差が見られたが、「得点」、「アシスト」、

「タイ国籍選手同士の対戦」においては有意差が見

られなかった。2020 年シーズンに、「出場」と「タ

イ国籍選手同士の対戦」において 1%水準で有意差が

見られたが、「得点」、「アシスト」においては有

意差が見られなかった。2021 年シーズンに、「出場」

において 1%水準で有意差が見られたが、「得点」、

「アシスト」、「タイ国籍選手同士の対戦」におい

ては有意差が見られなかった。

２）タイ国における J1 リーグの放映環境

①タイ国内の放映環境の変遷

タイ本国におけるJ1リーグの報道環境及び放映権

の変遷は以下の表 3 の通りである。

表 2 タイ国内の J リーグ放映環境の変遷

タイ国内での J リーグの放映権を獲得した企業は

3 度変更があった。まず 2012 年 3 月よりタイの GMM

社が J リーグの放映権を獲得し、週 3 試合ケーブル

テレビで放映され、6 月より週 2試合地上波 TV で放

映された。次に 2017 年 6 月より放映権をタイ大手ケ

ーブル TV 会社である TRUE Visions 社が獲得し、毎

週土日の午後 2時と 5時に地上波 TV で放映された。

そして、2020 年 2 月より放映権をタイの TV 放映局で

ある SIAMSPORT 社が TRUE Visions 社の時から約 5 倍

の放映権料で獲得し、YouTube と Facebook でライブ

配信が行われ 2020 年シーズンは累計 6000 万回の視

聴数を獲得したと報じられている。また、同年度の 7

月よりタイの国営放送である MCOT においても地上

TV で放送がされた。

②タイ国籍選手の在籍前後の Google Trends 値

図１は、タイにおいて J リーグの放映が開始され

た2012年1月から2021年12月までのGoogle Trends

値の変遷である。2017 年にタイ国籍選手が Jリーグ

に在籍して以降、Google Trends 値が増加する結果と

なった。特に 2018 年が Google Trends 値が最も高く

51.2、次に 2019 年が 46.1 となっていた。

図 1 Google Trends の平均値の推移(2012-2021)

5．考察

１）2017 年タイ国籍選手初の J リーガー誕生の影響

2012 年からタイでは J リーグの放映が開始されて

いたものの、実際に Google Trends 値が大幅に上昇

したのが 2017 年以降であった。つまり、チャナティ

ップ選手がタイ国籍選手初の J リーガーとなった年

である。実際に 2017 年の選手出場の Google Trends

値が非出場の週と比較して高い結果にあるように、

同選手の活躍状況はタイ本国でも注目を集めていた

ことが考えられる。

２）2019 年タイ国籍選手の Jリーグ優勝

2020 年に J リーグの放映権を SIAMSPORT 社と国営

放送の MCOT が取得したことにより、J リーグは放映

権料収入の増加だけでなく、オンライン配信と地上

波 TV 放送による露出機会が拡大に成功し、J リーグ

のアジア戦略においても大きな効果のひとつである。

この背景にもタイ国籍選手の活躍があり、2018 年に

チャナティップ選手が J リーグベスト 11 に選出、

2019 年にティーラトン選手がタイ国籍選手として初

めて Jリーグの優勝経験をしており、Google Trends

値においても高い結果を示していたことからも、タ

イ国内での J リーグの注目度を高め、2020 年の契約

更新のタイミングで大型契約が決定したものと推察

される。

３）タイ国籍選手のトリプルミッション

2017 年、2020 年の 2 つの転換点から、タイ国籍選

手の J リーグでの活躍が本国での話題の増加に寄与

し、更に放映環境の向上へと発展した。つまり、タ

イ国籍選手の「勝利」と起点に、タイ本国における J

リーグの「普及」「資金」へとトリプルミッション

が好循環した事例と言える。アジア戦略のもと、提

携国において J リーグが話題になりビジネスとして

拡大させるためには、同国の選手が主力メンバーと

して試合に出場することに始まり、更に優勝争いや

個人タイトルを獲得するような活躍することが、好

循環のきっかけになることを意味する。

6．結論

J リーグにおけるタイ国籍選手の活躍は、タイにお

ける J リーグの露出機会の拡大と放映権料の増加と

いった「勝利」を起点に「普及」と「資金」のトリ

プルミッションが好循環した J リーグのアジア戦略

がもたらした成功事例のひとつである。

今後 J リーグのアジア戦略をさらに加速させるた

めには、提携国を拡大させるだけでなはなく、各国

のエース級の選手が J リーグでプレーし活躍しやす

い環境を作ることが当該国からの注目を集めマーケ

ットの拡大に繋がる。


